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(1)グラフ●が,軸 |と異なる2点で交わるようなぁの値の範聯

α く

である。またちθが″軸の正の部分と負の部分の両方で交わるような。の
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(2)関数①の0≦
“
≦4における最小値が ,22となるのは

α=□ またはα=□

のときである。またαEセ∃のとき,関数①の0≦ “≦4における最大
値は ソタチ である。

一方,α =巨 ヨ のときの①のグラフを
"軸

方向に [ツ コ,ν 軸方向

にテトナだけ平行移動させると,α =Eセコのとき,グラフと一致
する。

〔12セ ンター試験〕
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